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る所見が得!､-凍 た.A/i)l､モA t.r)重複 と考,t1､.､れ る例が ニー

例認あわ王､)畑しか.5)X線所見で.骨破壊しり分布が限局

が2例あ-1た.こしり2例は.RFは陰性か!､.一種陽性で.

滑膜f_i二枚像は非特異的慢性滑膜炎LpJll所見でメ･＼-､た.

結論:lそA〔~T)重複､i二断定できない症例が存在 し.I)SS

自体によi)Rj･11様骨変化が生ずる可能性が考えl'}れ･/I.

･1)難治性 RA に対する免疫抑制剤の使用経
験

羽生 忠正･田中 隆明

慢性関節りりて+ tRA)(7)難治例iこ対して,われわ

またはメトトし-キサ-卜(MTX)LT)少量べ,Lス療法を

施行したので.そLF)成績を報.告守る.

【対象】Cl･'使用群は12倒 し女･11例･里1†町 で.投

与開始時年齢壬.土/13歳かl､-67歳 (-ill--均55歳),経過観察期

のは12例 (女9例 ･里3例)で,開始時年齢は34歳か上L)

71歳 (平均53.4歳1,経過観察期間は3jJJ-]カゝi工i隼9

カ月で:rT'る.ス剤使用例は H例であ･一･､た.

【結果】nCY 使用群tp･71LallSburyindex (LI日･よ投

与開始時平均7706, 6ナ‖二持8Qo,ll)カF151%,181日｣で

は490Lbと徐 々に改善を認めた.投与開始時の 1..Jlに対

して500(江上上しT)LIi/･')改善を嘗効例.25%ll上を有効

例,それ以下を不変例と定義する上 最終調査時著効 3

例,有効 7例,不変 2例であIL_､た.また.開始時蛋白尿

を5例に認めたが.:･1例で消失 し, ス剤は9例で減量出

来た.副作用による中止例はなかつたが,便間中に出血

性蹄耽炎を疑わせる血尿.釦nt球減少をそれぞれ 1例に

認めた トー時滅 鼠).帯状砲疹の併発の2例は,そCT)治

療中は休薬させた.悪性瞳壕を誘発したと思われる症例

は今(I)ところない.21～/rrX使用群LT)lJlは開始時77

9･6.6カ月480/a.12JJ月掛‥1900と低下を認めた.最終調

,査時の評価は著効 2例,有効7例.すく変 l例,中Ll二2例

であった.副作用を起こしたt')は5例で,胃および肝機

能障害の2例は中日二上した.

以上よ吟,難治例をこ封する治療成窮は両群ともほぼ同

等であ-,たが.効果LT)発現に関 しては MTX (･')方が速

効性であ り,副作用に関 しては CY の方が軽症であ-1

た.寸でiこて剤を使用しているよ･㌧亘班三例では.～:rrX LJ)

少量 べJLて療法ばかりでたく.少量L-'lCY 叫 汁用療法

を考慮 してみる価値はあると結論 した.
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1)当料で経験 した ウェゲナ-肉芽腫逢症例の

検討
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当村で経験致 した W(;il例を呈示 し,おもに腎病変

と予後に-∴)いて.検討 した.

症例1:72歳.女性.浸出性中1巨矢上簡神経射乳 上

咽頭膨隆出現.腎擁能低 卜 胸部X線異常鮎あ畑 N̂C_A

陽性.PSL と CY で治療を開始 tたが.敗血症に､Lる

上思われる r)TC を併発し死亡 l_た.

症例2:SI歳,女竹･三.壊死性鼻炎.急速進行性腎炎.

症例こi:71歳.男性.維持透析中.鼻出rtTL.血嘆が出

煤,鞍鼻もあi),A_.NCA 陽性.PSL,CY で治療 し,

DIC を併発 したり.ANCA が再上昇 し,注意深 く観察

中である.

症例4:64歳.女性.鼻出血.鞍鼻あり.軽度の蛋白

尿:F'i),腎生検で巣状壊死性糸球体腎炎を認めたが,腎

機能は正常､ANCA は陰性.CY,PSL で治療 し尿所

見は改善 した.

考案 :WG は.腎障害が出現 してかl､-診断 されるこ

とが多いが.それではすでに進行 していることも阜く,

耳鼻科症候がlL:tr現 した時点で.検尿や ANCA を検索

し,早期診断,治療iこむ｢トぴ-ll汁るこ!二が必要上思われ

ら.WG Lり腎病変は取状壊死性糸球体腎炎が最も多く.

ステr7-(ド上免疫抑制薬L･Tl使f削こよ]). 円妾は改善され

動性は抑えlT,一木ていても.慢性腎不全に移行して.透析

噂A Lなければならない症例も多い.腎生検で間質病変,




